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横浜緑ケ丘高校が創立100周年
新体育館で記念式典

　
中
区
本
牧
緑
ケ
丘
の
地
で
「
緑
高
（
り
ょ
っ
こ

う
）
」
と
親
し
ま
れ
て
き
た
神
奈
川
県
立
横
浜
緑
ケ

丘
高
等
学
校
（
坂
元
久
美
子
校
長
）
。
２
０
２
３
年

に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
今
年
５
月
23
日
に
記

念
式
典
が
新
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
当
日
の
様
子

と
、
県
内
有
数
の
伝
統
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

　
記
念
式
典
は
、
３
月
に
完

成
し
た
新
体
育
館
の
お
披
露

目
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
。
生

徒
、
教
職
員
、
保
護
者
、
同

窓
生
、
近
隣
自
治
会
町
内
会

長
や
学
校
長
ら
約
１
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　
式
典
の
第
１
部
は
厳
か
な

雰
囲
気
の
な
か
、
関
係
者
あ

い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
が
あ

り
、
生
徒
代
表
の
生
徒
会
総

務
部
部
長
の
西
村
穂
高
さ
ん

（
３
年
）
は
「
先
輩
方
の
よ

う
に
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
に
な
れ
る
よ
う
学
校
生
活

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
事
業
委
員
会
の
寄

贈
目
録
は
、
委
員
の
直
井
ユ

カ
リ
牧ぼ

く
り
ょ
う
か
い

陵
会
会
長
か
ら
学
校

に
渡
さ
れ
た
。

　
第
２
部
は
、
有
志
生
徒
の

司
会
進
行
、
新
旧
「
緑
高

生
」
に
よ
る
構
成
で
、
緑
高

１
０
０
年
を
感
じ
、
受
け
継

ぐ
願
い
が
込
め
ら
れ
た
。

　
「
緑
高
１
０
０
年
の
歴

史
」
は
、
卒
業
生
・
室
井
三

紀
さ
ん
の
筑
前
琵
琶
弾
き
語

り
、
有
志
生
徒
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
管
弦
楽
部
演
奏
、

ス
ラ
イ
ド
写
真
と
と
も
に
各

時
代
の
出
来
事
と
人
々
の
思

い
を
伝
え
た
。

　
「
記
念
講
演
」
は
、
卒
業

生
・
吉
田
智ち

よ

き
誉
樹
さ
ん
（
劇

団
四
季
社
長
）
が
、
高
校
な

ど
で
の
自
身
の
経
験
を
語

り
、
現
「
緑
高
生
」
へ
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
質
疑
応
答
の

内
容
も
深
く
、
在
校
生
の
心

が
動
か
さ
れ
た
こ
と
が
見
て

取
れ
た
。

　
生
徒
発
表
は
、
ダ
ン
ス
部

と
吹
奏
楽
部
が
広
い
体
育
館

フ
ロ
ア
の
左
右
を
そ
れ
ぞ
れ

使
い
、
華
や
か
に
行
わ
れ

た
。
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ

向
け
て
会
場
は
盛
り
上
が

り
、
最
後
の
校
歌
斉
唱
は
、

新
旧
「
緑
高
生
」
の
歌
声
が

会
場
に
満
ち
た
。

　
卒
業
生
の
一
人
は
「
素
晴

ら
し
い
式
典
。
緑
高
生
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
た
。

こ
う
し
て
伝
統
が
受
け
継
が

れ
る
の
だ
と
感
じ
た
」
と
感

動
し
た
様
子
で
話
し
た
。

危
機
乗
り
越
え

伝
統
受
け
継
ぐ

　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

４
月
に
、
同
校
前
身
の
「
横

浜
第
三
中
学
校
」
が
県
立
商

工
実
習
学
校
（
現
・
商
工

高
）
の
校
舎
で
ス
タ
ー
ト
。

が
、
８
月
に
火
災
で
全
焼
。

次
に
間
借
り
し
た
横
浜
第
一

中
学
校
（
現
・
希
望
ケ
丘

高
）
も
９
月
の
関
東
大
震
災

で
全
壊
。
廃
校
の
危
機
と

な
っ
た
が
、
横
浜
第
二
中
学

校
（
現
・
横
浜
翠
嵐
高
）
に

間
借
り
し
た
後
、
24
（
大
正

13
）
年
12
月
、
現
在
の
本
牧

◀▲式典が行われた新体育館。県立高校最
大級の規模（旧体育館の２倍）を誇る広さで、
柔剣道場や部室も併設されている
▼かつて庭に植え込まれていた木を再活用し
た格子のデザインが印象的な現校舎

緑
ケ
丘
の
地
に
校
舎
が
完
成

し
た
。

　
45
（
昭
和
20
）
年
５
月
、

横
浜
大
空
襲
で
校
舎
全
焼
。

終
戦
後
の
12
月
、
進
駐
軍
が

校
地
を
全
面
接
収
。
再
び
の

廃
校
の
危
機
に
、
学
校
・
保

護
者
・
同
窓
生
は
米
軍
司
令

部
に
校
地
返
還
を
繰
り
返
し

請
願
し
、
再
び
同
地
に
木
造

校
舎
を
建
設
し
た
。
48
（
昭

和
23
）
年
、
学
制
改
革
で

「
横
浜
第
三
高
等
学
校
」
と

改
称
。
50
（
昭
和
25
）
年
に

「
横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校
」

と
改
称
し
、
男
女
共
学
と

な
っ
た
。

　
初
代
校
長
・
藤
村
与
六
が

定
め
た
校
訓
「
三
徳
一
誠
」

は
、
「
正
し
い
判
断
力
を
も

ち
、
人
の
た
め
に
尽
く
し
、

お
そ
れ
な
い
心
で
、
実
践
し

や
り
遂
げ
る
。
」
の
意
。
藤

村
が
意
匠
し
た
校
章
の
三
つ

の
「
中
」
は
「
偏
り
の
な

い
」
意
も
示
す
。

　
「
後
援
三
徳
会
」
は
開
校

間
も
な
く
立
ち
上
げ
。
戦

後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
設
立

指
導
も
あ
っ
た
が
、
現
在
も

同
じ
独
自
組
織
で
、
保
護
者

ら
が
緑
高
生
の
学
び
を
支
援

し
て
い
る
。

　
現
在
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
「
学

力
向
上
進
学
重
点
校
」
に
指

定
さ
れ
る
同
校
。
校
訓
「
三

徳
一
誠
」
の
も
と
、
自
他
と

も
に
尊
重
さ
れ
る
の
び
の
び

と
し
た
校
風
は
、
１
０
０
年

を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
も

の
な
の
だ
。

藤村初代校長＝写真左上＝と竣工した校舎全景（1925
年）。その後、５月17日を創立記念日と定めた

｢
人
生
に
影
響
与
え
た
３
年
間｣

高
校
時
代
の
思
い
出
語
る

　記
念
講
演
で
は
、
同
校
卒

業
生
で
全
国
に
専
用
劇
場
を

持
つ
「
劇
団
四
季
」
の
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員
・
吉

田
智ち

よ

き
誉
樹
さ
ん
（
61
）
＝
南

区
出
身
＝
が
登
壇
し
た
。

　吉
田
さ
ん
は
、
高
校
時
代

に
幼
馴
染
の
先
輩
に
誘
わ
れ

て
演
劇
部
に
入
部
し
た
と
い

う
き
っ
か
け
や
、
課
外
授
業

で
劇
団
四
季
の
舞
台
を
観
劇

し
た
際
に
演
劇
部
の
部
長
と

し
て
楽
屋
に
訪
れ
、
四
季
創

設
者
の
浅
利
慶
太
さ
ん
に
初

め
て
出
会
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
。
大
学
卒
業

後
に
両
親
に
反
対
さ
れ
な
が

ら
も
「
発
展
途
上
だ
っ
た
日

本
の
演
劇
に
可
能
性
を
見
出

し
、
就
職
し
た
」
と
い
う
当

時
の
思
い
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
語
っ
た
。

　ま
た
高
校
時
代
の
思
い
出

を
振
り
返
り
、
恩
師
に
言
わ

れ
た
言
葉
が
「
分
か
り
や
す

い
舞
台
を
作
る
」
と
い
う
現

在
の
指
針
に
繋
が
っ
て
い
る

と
も
。
「
自
主
性
を
重
ん

じ
、
知
性
と
人
格
を
信
じ
て

く
れ
た
緑
ケ
丘
高
校
で
の
３

年
間
が
人
生
に
最
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
」
と
話
し
、

在
校
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

記念講演

吉田智誉樹さん（35期・61歳）
南区出身。横浜緑ケ丘高、慶應義
塾大・文学部卒業後、四季㈱に入
社。広報営業関連セクションや制
作部広宣などを経て、2014年に
代表取締役社長に就任。

代表取締役社長執行役員
四季株式会社（劇団四季）

7月に大阪万博で行われるダンスコンテストの
全国大会「夢舞（MOVE）」本戦に出場決定！

新旧「緑高生」で100周年
過去12回、東関東大会に出場！これからも聴く人が感動する音楽を届けます！

吹奏楽部

ダンス部

管弦楽部

フィナーレを飾る圧巻の演奏に会場から大きな拍手がわきあがった ピタッと息の合ったダンスパフォーマンス

当時の写真や流行歌とともに学校の歴史を紹介した生徒2人が司会進行を務めた

同窓会「牧陵会」

牧陵・緑のフェスティバル

ぼく りょう かい

Qいつできたの？いつできたの？
母校創立から5年
後、第一期生による
第1回の同窓会開催
を機に発足

Qなぜ「牧陵会」？なぜ「牧陵会」？
校舎が「本牧の丘
陵」にあったことから
名付けられた。会員
数約2万8千人

Qどんな活動をしているの？「牧陵新聞」の発行、緑のフェスティバル
の開催、学校行事への支援など、
同窓生の交流と親睦、母校の発展の
ための活動

創立100周年を記念して、出演者、運営、
観客の全てが〈緑高〉という音楽祭を開
催。吹奏楽部やクラシックギター部所属
の在校生のほか、この音楽祭のために
在校生と卒業生で結成された合唱団、
日本のみならず世界で活躍する卒業生
の音楽家など約200人が出演。
（2024年9月23日　神奈川県立音楽堂）

ぜんりょく音楽祭ぜんりょく音楽祭
緑高生が「全力」を発揮

問合せは牧陵会 ☎045・664・9020（月～木曜日、10時～16時）

2025年11月15日（土） 横浜緑ケ丘高校で開催決定
予告「牧陵・緑のフェスティバル」

キラリ「緑高生」
SCHOOL
ＰＨＯＴＯ

緑高生は、「青春！」という名のあらゆる挑戦をしています

体育祭 海外研修（ニュージーランド）

緑高祭（文化祭）

今
後
も
成
長
を
支
え
る

横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校
後
援
三
徳
会

理
事
長

　大
竹
幸
代

　横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校
が

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
創
立
以
来
、
長

き
に
わ
た
り
教
育
の
発
展
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
教
職

員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ

ま
、
保
護
者
、
そ
し
て
卒
業

生
の
皆
さ
ま
に
、
深
く
感
謝

と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　私
た
ち
保
護
者
に
と
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
よ

う
な
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学

校
で
学
び
、
日
々
成
長
し
て

い
く
姿
を
見
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
大
き
な
喜
び
で

あ
り
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　今
後
も
後
援
三
徳
会
は
学

校
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
良
き
伝
統
が
在
校

生
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

し
っ
か
り
と
次
の
１
０
０
年

へ
と
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
１
０
０
周
年
記
念
事
業

に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

多
く
の
方
に
、
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

創立100周年おめでとうございます神奈川県立横浜緑ケ丘高校

横浜緑ケ丘高校が創立100周年
新体育館で記念式典
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。
緑
高
生
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
た
。

こ
う
し
て
伝
統
が
受
け
継
が

れ
る
の
だ
と
感
じ
た
」
と
感

動
し
た
様
子
で
話
し
た
。

危
機
乗
り
越
え

伝
統
受
け
継
ぐ

　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

４
月
に
、
同
校
前
身
の
「
横

浜
第
三
中
学
校
」
が
県
立
商

工
実
習
学
校
（
現
・
商
工

高
）
の
校
舎
で
ス
タ
ー
ト
。

が
、
８
月
に
火
災
で
全
焼
。

次
に
間
借
り
し
た
横
浜
第
一

中
学
校
（
現
・
希
望
ケ
丘

高
）
も
９
月
の
関
東
大
震
災

で
全
壊
。
廃
校
の
危
機
と

な
っ
た
が
、
横
浜
第
二
中
学

校
（
現
・
横
浜
翠
嵐
高
）
に

間
借
り
し
た
後
、
24
（
大
正

13
）
年
12
月
、
現
在
の
本
牧

◀▲式典が行われた新体育館。県立高校最
大級の規模（旧体育館の２倍）を誇る広さで、
柔剣道場や部室も併設されている
▼かつて庭に植え込まれていた木を再活用し
た格子のデザインが印象的な現校舎

緑
ケ
丘
の
地
に
校
舎
が
完
成

し
た
。

　
45
（
昭
和
20
）
年
５
月
、

横
浜
大
空
襲
で
校
舎
全
焼
。

終
戦
後
の
12
月
、
進
駐
軍
が

校
地
を
全
面
接
収
。
再
び
の

廃
校
の
危
機
に
、
学
校
・
保

護
者
・
同
窓
生
は
米
軍
司
令

部
に
校
地
返
還
を
繰
り
返
し

請
願
し
、
再
び
同
地
に
木
造

校
舎
を
建
設
し
た
。
48
（
昭

和
23
）
年
、
学
制
改
革
で

「
横
浜
第
三
高
等
学
校
」
と

改
称
。
50
（
昭
和
25
）
年
に

「
横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校
」

と
改
称
し
、
男
女
共
学
と

な
っ
た
。

　
初
代
校
長
・
藤
村
与
六
が

定
め
た
校
訓
「
三
徳
一
誠
」

は
、
「
正
し
い
判
断
力
を
も

ち
、
人
の
た
め
に
尽
く
し
、

お
そ
れ
な
い
心
で
、
実
践
し

や
り
遂
げ
る
。
」
の
意
。
藤

村
が
意
匠
し
た
校
章
の
三
つ

の
「
中
」
は
「
偏
り
の
な

い
」
意
も
示
す
。

　
「
後
援
三
徳
会
」
は
開
校

間
も
な
く
立
ち
上
げ
。
戦

後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
設
立

指
導
も
あ
っ
た
が
、
現
在
も

同
じ
独
自
組
織
で
、
保
護
者

ら
が
緑
高
生
の
学
び
を
支
援

し
て
い
る
。

　
現
在
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
「
学

力
向
上
進
学
重
点
校
」
に
指

定
さ
れ
る
同
校
。
校
訓
「
三

徳
一
誠
」
の
も
と
、
自
他
と

も
に
尊
重
さ
れ
る
の
び
の
び

と
し
た
校
風
は
、
１
０
０
年

を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
も

の
な
の
だ
。

藤村初代校長＝写真左上＝と竣工した校舎全景（1925
年）。その後、５月17日を創立記念日と定めた

先
人
の
熱
意
継
承

横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校
100
周
年
事
業
委
員
会

委
員
長

　池
田
加
津
男

　横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校
の

創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た

り
、
横
浜
三
中
、
三
高
、
緑

ケ
丘
高
校
を
ご
支
援
下
さ
っ

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　２
度
に
わ
た
る
廃
校
の
危

機
を
当
時
の
校
長
や
学
校
側

の
尽
力
、
地
域
の
方
々
の
ご

支
援
を
頂
き
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
本
牧
の
地
に
中
学

校
を
誘
致
し
た
地
域
の
方
々

の
熱
意
が
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　１
０
０
年
間
で
男
子
の
み

か
ら
男
女
共
学
へ
の
移
行
な

ど
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
90
周
年
で
校
舎
棟
が
一

新
し
、
１
０
０
周
年
で
体
育

館
が
県
立
高
有
数
の
規
模
に

建
替
え
ら
れ
、
巡
り
合
わ
せ

よ
く
大
き
な
施
設
整
備
が
図

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
学
校
の

財
産
で
あ
る
卒
業
生
は
２
万

８
千
人
を
超
え
、
様
々
な
場

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
自
由
な
校
風
を
活

か
し
て
、
生
徒
が
伸
び
伸
び

と
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発

揮
し
て
成
長
を
遂
げ
、
１
０

０
年
間
の
積
み
重
ね
に
加
え

て
、
更
に
広
く
、
高
く
歴
史

を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

｢
人
生
に
影
響
与
え
た
３
年
間｣

高
校
時
代
の
思
い
出
語
る

　記
念
講
演
で
は
、
同
校
卒

業
生
で
全
国
に
専
用
劇
場
を

持
つ
「
劇
団
四
季
」
の
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員
・
吉

田
智ち

よ

き
誉
樹
さ
ん
（
61
）
＝
南

区
出
身
＝
が
登
壇
し
た
。

　吉
田
さ
ん
は
、
高
校
時
代

に
幼
馴
染
の
先
輩
に
誘
わ
れ

て
演
劇
部
に
入
部
し
た
と
い

う
き
っ
か
け
や
、
課
外
授
業

で
劇
団
四
季
の
舞
台
を
観
劇

し
た
際
に
演
劇
部
の
部
長
と

し
て
楽
屋
に
訪
れ
、
四
季
創

設
者
の
浅
利
慶
太
さ
ん
に
初

め
て
出
会
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
。
大
学
卒
業

後
に
両
親
に
反
対
さ
れ
な
が

ら
も
「
発
展
途
上
だ
っ
た
日

本
の
演
劇
に
可
能
性
を
見
出

し
、
就
職
し
た
」
と
い
う
当

時
の
思
い
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
語
っ
た
。

　ま
た
高
校
時
代
の
思
い
出

を
振
り
返
り
、
恩
師
に
言
わ

れ
た
言
葉
が
「
分
か
り
や
す

い
舞
台
を
作
る
」
と
い
う
現

在
の
指
針
に
繋
が
っ
て
い
る

と
も
。
「
自
主
性
を
重
ん

じ
、
知
性
と
人
格
を
信
じ
て

く
れ
た
緑
ケ
丘
高
校
で
の
３

年
間
が
人
生
に
最
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
」
と
話
し
、

在
校
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

記念講演

吉田智誉樹さん（35期・61歳）
南区出身。横浜緑ケ丘高、慶應義
塾大・文学部卒業後、四季㈱に入
社。広報営業関連セクションや制
作部広宣などを経て、2014年に
代表取締役社長に就任。

代表取締役社長執行役員
四季株式会社（劇団四季）

「三徳一誠」のもと
次世代のリーダー育む

「
緑
高
」
の
精
神

　
漢
学
者
の
初
代
・
藤
村
与

六
校
長
が
定
め
た
校
訓
「
三

徳
一
誠
」
の
三
徳
は
「
知
・

仁
・
勇
」
（
正
し
い
判
断

力
・
人
の
た
め
に
尽
く
す
・

お
そ
れ
な
い
心
を
持
つ
）
を

意
味
し
、
一
誠
に
つ
い
て
は

「
言
葉
に
し
た
こ
と
を
成
し

遂
げ
る
」
と
説
い
て
い
る
。

　
こ
の
校
訓
は
現
在
の
緑
高

に
も
受
け
継
が
れ
、
「
偏
り

な
く
学
び
、
自
ら
意
思
決
定

し
挑
戦
す
る
」
こ
と
が
大
切

に
さ
れ
て
い
る
。
「
自
他
と

も
に
尊
重
さ
れ
る
の
び
の
び

と
し
た
校
風
」
の
も
と
、

「
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
、
次
世
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」
が
現
在
の
緑

高
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
学
力
向

上
進
学
重
点
校
に

　
「
先
進
的
な
科
学
技
術
や

理
科
・
数
学
教
育
を
通
じ
て

国
際
的
な
科
学
技
術
人
材
を

育
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
た
文
部
科
学
省
の
「
Ｓ
Ｓ

Ｈ
」
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
指

定
。
学
校
設
定
教
科
と
し
て

「
緑
の
探
究
」
を
行
う
。
１

年
生
は
「
水
」
、
２
・
３
年

生
は
各
自
が
設
定
し
た
テ
ー

マ
で
、
生
徒
自
ら
が
問
い
を

設
定
し
、
企
業
や
大
学
、
研

究
所
と
連
携
し
な
が
ら
探
究

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
希
望
す
る
生
徒
を
対
象

に
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
や
海

外
研
修
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）
な
ど
、
授
業
外
で
も

様
々
な
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ

機
会
が
あ
り
ま
す
。
現
地
の

高
校
生
と
の
交
流
も
あ
り
、

生
き
た
学
び
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
坂
元
久
美
子
校
長
。

　
ま
た
、
「
将
来
の
日
本
や

国
際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
高
い
資
質
・

能
力
を
持
っ
た
人
材
を
育
成

す
る
」
た
め
、
県
教
育
委
員

会
が
指
定
す
る
「
学
力
向
上

進
学
重
点
校
」
（
現
在
県
内

で
８
校
の
み
）
に
も
選
ば
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
指
定
を
受

け
、
同
校
で
は
「
①
探
究
力

②
挑
戦
③
対
話
④
他
者
尊

重
」
の
４
つ
を
、
授
業
・
学

校
行
事
・
部
活
動
等
、
全
て

の
教
育
活
動
の
軸
と
し
て
実

践
し
て
い
る
。
恵
ま
れ
た
教

育
環
境
の
も
と
、
生
徒
た
ち

は
存
分
に
自
ら
の
挑
戦
を

し
、
資
質
・
能
力
を
伸
長
し

て
い
る
。自

己
を
磨
く

支
援
強
化

　
２
０
１
５
年
に
学
費
補
助

の
奨
学
金
と
は
異
な
る
制
度

「
学
び
の
奨
励
基
金
」
を
設

け
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ

る
生
徒
の
積
極
的
な
活
動
を

支
援
。
卒
業
生
の
増
川
重
彦

さ
ん
（
７
期
生
）
か
ら
「
社

会
の
健
全
性
維
持
に
寄
与
し

て
も
ら
え
る
若
者
の
成
長
に

投
資
し
た
い
」
と
私
財
提
供

の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
公
立
高
校
で

は
希
少
な
制
度
で
、
基
金
の

運
営
管
理
は
学
校
、
牧
陵
会

（
同
窓
会
）
、
後
援
三
徳
会

（
保
護
者
の
後
援
組
織
）
で

構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
が

担
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
40

人
を
超
え
る
生
徒
が
奨
励
基

金
を
受
け
取
り
、
国
内
だ
け

で
な
く
海
外
に
も
実
践
の
場

を
広
げ
、
自
然
・
環
境
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
語
学
、
Ｉ

Ｔ
、
教
育
、
医
療
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
分
野
で
研
修
や
研

究
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。 北海道・釧路湿原の見学を通して生態系保全について学んだ（スタディツアー）

理科室でテーマごとのグループに分かれて実験中（緑の探究）

キラリ「緑高生」
SCHOOL
ＰＨＯＴＯ

緑高生は、「青春！」という名のあらゆる挑戦をしています

体育祭 海外研修（ニュージーランド）

緑高祭（文化祭）

真
心
と
い
う
伝
統
を
受
け
継
ぐ

横
浜
緑
ケ
丘
高
等
学
校

校
長

　坂
元
久
美
子

　緑
高
創
立
百
周
年
に
際

し
、
本
校
へ
の
ご
尽
力
ご
支

援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　開
校
以
来
の
校
訓
「
三
徳

一
誠
」
に
あ
る
思
い
。
各
時

代
の
「
今
」
と
懸
命
に
向
き

合
い
、
学
び
を
実
践
し
続
け

た
生
徒
・
職
員
。
そ
れ
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
や
卒

業
生
・
保
護
者
の
方
々
。
百

年
分
の
皆
様
の
真
心
が
緑
高

を
創
っ
た
の
だ
と
、
四
十
年

ぶ
り
に
母
校
に
戻
り
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　こ
の
記
念
式
典
は
、
卒
業

生
の
方
々
の
お
力
を
お
借
り

し
て
、
在
校
生
が
緑
高
の
こ

れ
ま
で
を
感
じ
考
え
る
機
会

と
し
ま
し
た
。
在
校
生
た
ち

も
、
各
時
代
の
「
今
」
を
知

り
、
真
心
と
い
う
伝
統
を
受

け
継
ぐ
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
「
自
他
と
も

に
尊
重
さ
れ
る
の
び
の
び
と

し
た
校
風
」
の
も
と
、
緑
高

が
「
偏
り
な
く
学
び
、
自
ら

意
思
決
定
し
挑
戦
で
き
る
」

場
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
私

た
ち
も
「
今
」
と
懸
命
に
向

き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
緑
高
を
応
援
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

元代表取締役　17期生　德永福次

成田 薫（高21期）

登記手続き・遺言・遺産承継・土地建物調査測量・不動産売買
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中華街本店
中華街大通り店
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代表取締役会長　高橋伸昌（29期卒）

横濱第三中学校　横浜第三高等学校　横浜緑ケ丘高等学校

牧陵会 後援三徳会

横浜市中区元町1-40  ☎045-663-8866

取 締 役 会 長　松村俊幸（高29期）
代表取締役社長　松村資信（高34期）

松村株式会社
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